
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域青少年ボランティア活動推進事業 

 

 

 

 

山形県のボランティア活動は、学校の枠を超え、地域を単位として中高生のボランティア活動を運営す

るという方式で、他県に見られないことから「山形方式」と呼ばれるようになりました。 
 山形方式のはじまり について知っていますか？（西川町教育委員会派遣社会教育主事 堀米幹夫氏の実践より） 

    

遊んでいた３人の高校生

に、ある人が「何か面白い

ことをやってみないか？」

と声をかける。 

その声がけにより、３人が

同じ地域に住む友人などを

勧誘し、ボランティア会を

結成した。 

日曜日の朝、地域の子供た

ちと一緒に挨拶をしながら

走る「おはよう走ろう会」

を開始した。 

町内会長や公民館長などの

協力を得て、地域ぐるみで

この活動を見守り、地域一

体の活動へと発展した。 

 その後、誰でも気軽に参加できる青少年のボランティア活動として、県内各地へと広がり地域ボランテ

ィアが活性化したことから、「山形方式」と言われるようになりました。 
 この始まりの地となったのが、西川町です。当時、声をかけられた高校生の言葉です。 

「自分の地域を見つめ、自分のふるさとの素晴らしさ、人と人との心の結びつきの大切さを学んだ

活動だった。あの活動が自分とふるさとを強く結びつけたものとなった」 

おはよう走ろう会での経験を通して、人とつながり、地域への愛着を深めたことがうかがえます。 

現在、村山管内では、１１の中高生ボランティアサークルが活動しています。その一部を紹介します。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

自分たちの地域のために自分たちができることを考え、活動する中高生がいます。こうした若者の心に

火を灯し、「おらだの町」を担う子供たちのために何ができるかを、地域の大人総がかりで真剣に考えて

いくことが大事です。そのひとつとして「地域青少年ボランティア活動」を、今後も推進していきます。 

 

村山教育事務所だより 

「E-NEWSむらやま」で検索または 右記二次元コードから。バックナンバーも見ることができます。 
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今年度も、新型コロナウイルス感染症に対する感染拡大防止の観点から、８月９日（火）・１０日（水）に

分散しての開催となりました。短い時間ではありましたが、村山管内の小・中学校、特別支援学校の教諭及び

養護教諭の初任者８６名が参加し、五感を存分に働かせながら自然にたっぷりと親しむことを通して、「異校

種交流ネイチャープラン」を作成したり、日頃の悩み等を共感し合って絆を深めたりすることができました。

（以下、活動の様子についての写真と研修者ふり返り用紙より抜粋したものを掲載します。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

普段は接する機会がない異校種の視点から、子供の実態や育成を目指す資質・能力を捉え直し、新しい気付

きや授業改善のヒントを得ることができたようです。同期の仲間と一緒に活動する光景には笑顔があふれてい

ました。 
※最大限の感染症予防対策を講じた上で、実施しております。 

令和４年度初任者研修 朝日少年自然の家における研修 
～異校種交流による多面的な視点の学び、初任者同士の絆の深まり～ 

 

異校種の先生方とネイチャープランを作

成したことで、それぞれの校種で目指すも

のや大切にしている視点が異なることが分

かった。異校種の子供たちが共に活動する

ことで、これまで以上に他者を認めたり、

自分とは異なる立場の相手と支え合う心を

学ぶことができたりすると思った。 
 

 

普段はあまり関わることができない異校種の

先生方と意見交流ができる大変貴重な機会とな

った。異校種の実態や育成を目指す資質・能力

について知るきっかけになった。またネイチャ

ープラン作成の際には、具体的に関わる時の視

点や活動の工夫などを教えてもらい、勉強にな

った。 

 
 

異校種交流について、初めは難

しいと思っていたが、グループの

メンバーと意見交流をする中で、

発達段階や実態に応じた目標を設

定することで、それぞれの学びを

引き出し、楽しく安全な活動をつ

くることができることを学んだ。 

もっている五感を意識し、存分に働かせることで、自然の中から活動のアイディアをたくさん見つ

けることができた。教師自身がまずは体験をしてみることが大切なのだと気付くことができた。 

おもしろいことを、 

やってみないか？ 

 

みんな、頑張れ～！！ 一緒にやろうよ！ 

いいよ！！ 

おはようございます！ 

観光施設へ訪問し、インタビ

ュー。企業の後押しを受けて、

宮城県名取市のジュニアリーダ

ーとお互いの市の魅力を伝え合

いました。 

「日本の宿 古窯」 

でのインタビュー 

「平和を願う」言葉を書い

てもらい、向日葵の種やバル

ーンをプレゼント。地域の方

とともに、平和への思いを新

たにする機会となりました。 

障がい者専用駐車場の塗替え

を行いました。地元の障がい者

自立支援団体と連携し、地域住

民の力になったことに充実感を

得ました。 


